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令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
7. 土木費 5. 建築行政適正化推進事業

1. 土木管理費

2. 建築管理費 建築指導課

（佐倉市）　　

第２章
人と自然が調和した安心して暮らせるまち（都市基 4,862

盤・住環境） 令和 3年度 0

臨時 単独 計画 0 0 330 基本施策２
住宅・住環境 令和 4年度 3,454

令和 5年度 704

施策３
適正な建築行政を推進します 令和 6年度 704

令和 7年度 0

0

3,454 3,454

・位置情報システム（システム改修＋データ作成）の導 ・既存建築物、道路情報の提供について窓口サービスの ・既存建築物、道路情報の検索性の向上により窓口時間

入 迅速化を図ります。最終的には調査者自身で検索することを目指します の短縮を図り窓口サービスの向上と業務の効率化を図ります。

・指定道路システム更新作業（市道データ） 。 ・建物情報の地図データ化により関係課との情報共有が図れます。また

・システム保守（指定道路システム） ・既存建築物の適正な維持管理や違反建築物対策を実施します。 、既存建築物対策を効率的に実施することができます。

　特にありません。 ・建物情報の位置情報管理について、新規システ 　特にありません。

ム導入から既存システムの改修に変更し、コスト削減を図りました。

12 3,454 704 2,750

差引一般財源 0 3,454 0 3,454


